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Q1

A1



Q2

1

A2 41,119

8
25,790

63%
3.4

76

25,790









1-4 地下水位・湧水状況調査
1-5 実態調査(一斉測水)の実施

地下水保全条例の運用
既往採取量の整理・分析。市内井戸の把握（R6時点：
867井戸）

井戸の把握継続、必要に応じた基準等の見直し 審査委員会による基準適否判断の継続
1-6 地下水保全条例の運用

地下水涵養等の調査・研究

効果的な涵養エリアの特定、麦後湛水の効果検証（麦
後湛水による山裾部水位上昇効果の持続等）

森林涵養研究、（取組範囲の拡大に資する）山岳地帯
の貢献度研究、あづみの排水路涵養効果研究、落ち水
（冬期の使用済み用水）の活用研究（更なる意見交換
や関係機関への確認等含む）

烏川源流域等における森林保全の効果可視化

1-7 地下水涵養等の調査・研究

あづみの広域排水路の効果確認

黒沢川流末流量定期観測により、黒沢川とあづみの広
域排水路接続後の期待涵養量は365万ｍ3/年（R7_1回
審議会報告）

流末監視カメラの画像を活用した期待涵養量算出の研
究

0.2m3/s 以上流下時の期待涵養量の算出精度向上を目
的とした流量測定。排水路土砂堆積による涵養効果減 新

雨水貯留施設設置の補助 補助金による設置数はR5：6基→R6:25基 2-1 節水に関する普及啓発

2-3 揚水再活用要請・フォロー

2-4 再涵養方法の事例提供

適正利用に関する調査研究 先進地・国との情報交換 国の研修等に参加しスキルアップ 2-6 適正利用に関する調査研究

災害時の地下水活用

なし 地域防災計画等、他計画との整合を図りつつ、災害井
戸として位置付け、常時の地下水に関わる関係者を拡
大

2021.6改定の国の水循環基本計画の重点取組の一つ
（安定した水供給の確保）にも整合 新 災害井戸

水質のモニタリング
28か所にて硝酸態窒素等をモニタリング。結果のホー
ムページでの公表

継続実施 定期的な調査による地域の地下水質の実態把握
3-1 水質のモニタリング調査

河川の清掃活動
一斉清掃、春・秋2回。特定外来生物（オオカワチ
シャ）駆除。あづみの水結メンバーや大学生参加

継続実施。市民団体の河川清掃：PR支援・ごみ袋の減
免 3-4 河川の一斉清掃

地下浸透施設・設備の適正管理
ほりでーゆ等、市所有施設浄化槽処理水での地下浸透
監視

継続実施。マイクロプラスチックの流出抑制
3-6 合併浄化槽の管理徹底

生物多様性の維持
市民参加型の水生生物による水質判定、水生生物の自
然観察会（２年に１回以上） 新

あづみの水結活動
（市民活動のネットワーク化推進）

農家、企業、飲食店等、37者（20個人・17団体）登
録。

水資源の伝道師的な役割を担う中で、市民活動のネッ
トワーク化を推進

出前講座の講師育成、企業・事業者の加入拡大、認知
度向上 新

4-2 水環境に親しむ場の創出

4-6 出前講座の展開

4-3 安曇野マーク・認証制度検討

4-4 広報ツール等の利活用

4-5 学習教材の制作・活用

2-1 節水に関する普及啓発

2-5 水の適正利用意識の向上

3-2 水質の情報公開

1-3 涵養事業の情報発信

水のブランディングと保全の推進

価値創出プロジェクトとしての庁内での連携 名水の価値向上調査研究（量と質に優れた点、地域に
おける欠かせない資源、ブランディングを担う水とし
ての価値発見・明確化）

市民アンケートで地下水の資源としての重要性（共有
財産）は認知済み（99.3%）。地域の誇れる資源として
の意識付けが今後の課題

4-8 名水の価値向上調査研究

広域の流域水循環計画の推進 協議会開催、流域水循環計画協議 R8計画策定に向け事務局を担う 国・県の研究機関との連携 6-2 広域モニタリング体制確立

5-2 市外向け協力金の検討

5-4 活動参加へのインセンティブ

新 企業参画（AWS）

気候変動対策

国に則った施策（PPA事業による地域エネルギーの地
産地消促進、スマートムーブの促進、温暖化対策設備
設置補助）を実施

新たな施策のCO２削減量との関連付け（現施策の効果
はCO2削減量で評価）。安曇野市ゼロカーボンシティ
宣言（太陽光、水力、バイオマス）との整合確保

2021.6改定の水循環基本計画の重点取組の一つ（地球
温暖化対策の推進）にも整合。気候変動が及ぼす影響
から森林保全の必要性等について言及

新

※緑塗りは新施策

資料３（別紙）

個別企業ではなく市内企業全体の節水涵養量の評価に
よる取組寄与の広報効果向上

地域貢献を希望する企業に対する節水・涵養支援を含
む。事業者の水収支の算出手法の検討

地下水位13地点、湧水量2地点での継続調査、広域での
一斉測水に向けた調整

基本理念（安曇野ルール）
・地下水は市民共有の財産である
・全市民が地下水保全・強化に努め、健全な地下水環境を創出する
・地下水資源を活用し、豊かな安曇野を次世代に引き継ぐ

5. 社会システムの構築
目標：取組を円滑に進めるた

めの環境をつくる

2. 水を上手に使う
目標：限りある地下水を適正
に活用しながら次世代に引き

継ぐ

3. 水を清らかなまま維持
目標：地下水を良質な水質の
まま保全して次世代に引き継

ぐ

現番号 施策名称現計画での成果 次期計画に向けた展望・課題（例） 備考

定期的な調査（地下水位・湧水量）による地域の地下
水の水量としての実態把握

（新）施策名称

水量（地下水位・湧水量）の
モニタリング

継続的に調査分析、あづみ野広域排水路涵養効果の把
握手法検討

施策体系

1. 水を貯める育てる
目標：地下水の減少傾向を食
い止め強化して次世代に引き

継ぐ

企業の節水涵養の促進・評価

対面（出前授業、3校）による学齢層へのキヅキ創出、
水めぐりツアーでの企業協力、2025大阪・関西万博出
展（参加者6600人）

4. 水を大切に、
誇りに思える

目標：地下水を安曇野の大切
な資源と理解して次世代に引

き継ぐ

「さとぷろ。」とは、森林整備による寄与（地下水保
全）認知の醸成（パンフレット等）を思案

オンライン（ホームページ、SNS）、媒体（カード、パ
ンフ、ロゴ）等、多様な手法による実施、安曇野の地
下水に関する共著論文（国際誌）

アルプス地域地下水保全対策協議会で検討中のボード
ゲーム・アニマル診断・展示パネル・プロモーション
動画の活用・木を活かした食の魅力発信
スタディーツアー（安曇野水めぐりツアー）の商品化
研究、森の里親制度などの活用やボランティア団体と
のマッチング促進、若者の学習支援、都市間交流の促
進（小中高生のあづみの水結参加、水を学ぶ大学生の
交流支援）

情報発信・意識啓発（対面）

情報発信・意識啓発（ツール）

企業版ふるさと納税の活用 水循環ACTIVE企業への参画誘導に向けた安曇野工業会
での説明会、企業版ふるさと納税のマッチング推進

犀川×前川かわまちづくり連携、さとぷろ。（烏川森
林）連携、流域ツアー、市民参加型モニタリング等、
新たな手法の検討

その他認証（AWS等）への誘導支援。企業が取り組み
やすい森林保全からの参画アプローチ。企業が発信し
やすい情報提供（犀川下流域への寄与等、広く地域へ
の貢献等）。

企業参画推進
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＜実施時期＞○：研究・検討・調整等 ●：実施（試行調査を含む） 

R4 ● ● ● ●  ● ● 

R5 ● ● ● ● ● ● ● 

R6 ● ● ● ● ● ● ● 

R7 ● ● ● ● ● ● ● 

R8 ● ● ● ● ● ● ● 

（２） 

水
田
機
能
維
持
・
地
力
増
進
推
進
事
業 

涵
養
事
業
の
情
報
発
信 

地
下
水
涵
養
等
に
関
す
る 

情
報
発
信 

（３） 

地
下
水
位
や
湧
出
量
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
水
収
支
の
公
表 

（４） 

地
下
水
保
全
条
例
の
運
用 

（５） 

地
下
水
涵
養
に
資
す
る
手
法
等
の 

調
査
・
研
究
・
試
行 

水を貯める・育てる施策 １ 

目標：地下水の減少傾向を食い止め強化して次世代に引き継ぐ 

転
作
田
で
涵
養
す
る 

（１） 
基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に 

お
け
る
主
な
施
策
（H

29

～R8

） 

地
下
水
保
全
条
例
の
運
用 

定
期
的
な
実
態
調
査
（
一
斉
測
水
等
） 

の
実
施 

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
と
し
て 

定
め
る
施
策
（R4

～R8

） 

１－１ 

新
規
需
要
米
等
転
作
推
進
事
業 

基
本
的
な
調
査
・
研
究 

地
下
水
位
・
湧
水
状
況
調
査
と 

涵
養
量
の
把
握
・
公
表 

１－２ １－４ １－５ １－６ １－７ １－３ 

※ 現アクションプランより抜粋

資料３（参考）
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＜実施時期＞○：研究・検討・調整等 ●：実施（試行調査を含む） 

R4 ● ● ● ● ● ● 

R5 ● ● ● ● ● ● 

R6 ● ● ● ● ● ● 

R7 ● ● ● ● ● ● 

R8 ● ● ● ● ● ● 

水を上手に使う施策 ２ 

事
業
・
生
活
等
の
揚
水
と
水
利
用

の
適
正
化
に
向
け
た
意
識
啓
発 

（１） 

目標：限りある地下水を適正に活用しながら次世代に引き継ぐ 

基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に 

お
け
る
主
な
施
策
（H29

～R8

） 

再
利
用
・
再
涵
養
等
に
関
す
る

知
見
収
集
と
普
及
啓
発 

（２） 

再
涵
養
方
法
の
検
討
と
事
例

の
提
供
・
周
知 

（３） 

水
の
適
正
利
用
に
関
す
る
意

識
啓
発
に
繋
が
る
広
報
の
実

施 
（４） 

適
正
利
用
等
に
関
す
る 

調
査
・
研
究 

（５） 

２－１ 

節
水
に
関
す
る
普
及
啓
発 

揚
水
者
に
対
す
る
揚
水
再
活
用
の
要
請
と
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ 

再
涵
養
方
法
に
関
す
る
事
例
の
提
供
と
周
知 

水
の
適
正
利
用
に
関
す
る 

意
識
啓
発
と
広
報
の
実
施 

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
と
し
て 

定
め
る
施
策
（R4

～R8

） 

適
正
利
用
に
関
す
る
調
査
・
研
究 

２－３ ２－４ 

老
朽
管
の
布
設
替
え
に
よ
る
揚
水
の
適
正
化

の 

２－２ ２－５ ２－６ 
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＜実施時期＞○：研究・検討・調整等 ●：実施（試行調査を含む） 

R4 ● ● 〇 ● ● ● 

R5 ● ● ● ● ● ● 

R6 ● ● ● ● ● ● 

R7 ● ● ● ● ● ● 

R8 ● ● ● ● ● ● 

水を清らかなまま維持する施策 ３ 

目標：地下水を良質な水質のまま保全して次世代に引き継ぐ 

基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に 

お
け
る
主
な
施
策
（H29

～R8

） 

水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査 

水
質
の
情
報
公
開 

事
業
者
が
行
う
水
環
境
配
慮
の
取
組 

広
報
方
法
の
検
討
・
実
施 

河
川
の
一
斉
清
掃 

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
と
し
て 

定
め
る
施
策
（R4

～R8

） 

３－１ ３－２ ３－３ ３－４ 

水
質
影
響
の
可
能
性
の
あ
る 

要
因
に
対
す
る
管
理
等 

（３） 

合
併
浄
化
槽
の
管
理
徹
底 

３－５ 

不
法
投
棄
の
監
視 

３－６ 

水
質
に
関
す
る
調
査
・
公
表
・

分
析 

（１） 

地
域
参
加
型
の
水
質
啓
発 

イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

（２） 
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＜実施時期＞○：研究・検討・調整等 ●：実施（試行調査を含む） 

R4 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 〇 

R5 ● ● ○ ● ● ● 〇 〇 

R6 ● ● ○ ● ● ● ● 〇 

R7 ● ● ● ● ● ●  ● 

R8 ● ● ● ● ● ●  ● 

 

名
水
の
価
値
の
向
上
等
に
関
す
る 調

査
・
研
究 

（
仮
称
）
安
曇
野
マ
ー
ク
の
制
作
と 

認
証
制
度
の
創
設
検
討
・
実
施
・
運
用
等 

広
報
ツ
ー
ル
等
の
利
活
用 

水
環
境
に
親
し
む
場
の
創
出
と 

積
極
的
な
広
報
・
啓
発 

市
民
意
向
調
査
の
実
施 

水を大切に誇りに思える施策 ４ 

水
環
境
に
関
す
る
広
報
・
周
知

の
強
化 

（１） 

目標：地下水を安曇野の大切な資源と理解して次世代に引き継ぐ 

基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に 

お
け
る
主
な
施
策
（H

2
9

～R8

） 

水
環
境
の
学
習
教
材
の
制
作
・
活
用
及
び 

体
験
学
習
等
の
検
討 

広
報
・
周
知
を
支
援
す
る
ツ
ー

ル
・
制
度
等
の
検
討
・
制
作 

（２） 

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
と
し
て 

定
め
る
施
策
（R4

～R8

） 

４－１ 

学
校
教
育
・
地
域
学
習
等
を
と
お

し
た
学
び
と
郷
土
愛
の
醸
成 

（３） 

市
民
意
向
調
査
等
の
継
続
的
な

実
施
に
よ
る
水
環
境
へ
の
意
識

状
況
の
把
握 
（４） 

出
前
講
座
の
展
開 

名
水
の
価
値
の
向
上
等
に
関
す
る

調
査
・
研
究 

（５） 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地
下
水
関
連
の
１
本
化 

検
討
・
実
施 

４－２ ４－３ ４－４ ４－５ ４－６ ４－７ ４－８ 
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＜実施時期＞○：研究・検討・調整等 ●：実施（試行調査を含む） 

R4 ○ ○ 〇 〇 

R5 ○ ○ ○ 〇 

R6 ○ ○ 〇 〇 

R7 ● ● ● ● 

R8 ● ● ● ● 
  

地
下
水
協
力
金
（
市
外
）
の
検
討 

地
下
水
保
全
等
の
活
動
へ
の
参
加
・ 

協
力
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与 

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
と
し
て 

定
め
る
施
策
（R4

～R8

） 

５－１ ５－２ ５－３ ５－４ 

目標：取組を円滑に進めるための環境をつくる 

地下水保全・強化・活用を支援する 
社会システムの構築 ５ 

地
下
水
涵
養
等
に
関
す
る
費
用

負
担
ル
ー
ル
の
研
究 

（１） 
基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に 

お
け
る
主
な
施
策
（H

29

～R8

） 

市
外
か
ら
の
資
金
調
達
手
法

の
研
究
・
検
討 

（２） 

地
下
水
の
保
全
・
強
化
・
活
用

の
取
組
へ
の
参
画
拡
大
を
支

援
す
る
仕
組
み
づ
く
り 

（３） 

市
内
関
係
者
に
よ
る
地
下
水
協
力
金
の
検
討 

事
業
者
の
水
収
支
公
表
の
仕
組
み
づ
く
り 
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＜実施時期＞○：研究・検討・調整等 ●：実施（試行調査を含む） 

R4 ○ ● ○ 

R5 ○ ● ○ 

R6 ○ ● ○ 

R7 ● ● ● 

R8 ● ● ● 

運
用
・
管
理
団
体
の
設
立 

運
用
・
管
理
団
体
の
設
立
の
検

討
・
資
金
管
理
の
た
め
の
体
制

の
検
討 

（１） 

施
策
の
広
域
的
な
展
開
に 

向
け
た
検
討 

（２） 

地
下
水
年
報
の
作
成
と
公
表 

（３） 

地
下
水
年
報
の
作
成
・
公
表 

広
域
（
流
域
）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の 

確
立
等
に
向
け
た
検
討
・
調
整 

推進のための体制づくり ６ 

目標：持続的な取組とするための体制をつくる 

基
本
計
画
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に 

お
け
る
主
な
施
策
（H

29

～R8

） 

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
と
し
て 

定
め
る
施
策
（R4

～R8

） 

６－１ ６－２ ６－３ 
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Q1.安曇野の

上道水はどこか

ら来ている？
Q2.松本盆地の

地下水はどれく

らいある？

Q3.地下水の量が

40年前と比べて

減っています。

なぜでしょう？

Q4.地下水を増

やすために必要

な取り組みは？

Q5.使う水の量

を減らすために、

取り組んでいる

ことがある？

Q6.取り組みに

ついて、家族や

身近な人と話し

あっている？

Q7.水を守るた

めの安曇野の

取り組みを知っ

ている？

Q8.水を守るた

めの安曇野の

取り組みに参加

している？

ハムスタータイプ

ゾウタイプ

ラクダタイプ

ペンギンタイプ

パンダタイプ

ライオンタイプ

あなたの水環境意識はどのタイプ？

タイプごとの解説は裏面へ

川

地下水

琵琶湖の半分

東京ドーム10個分

使う水が増えている

田んぼ等の浸透する土地が減っている

地下に染み込む量を増やす

何もしなくていい

使う水の量を減らす

ないある

話し合っていない

話し合っている

知らない

知っている

参加していない

参加している

あずみの

じょうすいどう

き

みずかんきょういしき

まつもとぼんち

ちかすい

ちかすい りょう

へ

ちかすい ふ

ひつよう

くと

りょうつか みず

へ

と く

かぞく

ひと はなみじか

と く

まも

あずみの

みず

しと く

まも

あずみの

みず

さんかと く

し

し

はな

はな

あ

あ

さんか

さんか

ちかすい

とうきょう

かわ
びわこ

こぶん

はんぶん

つか みず ふ

なに

た とう しんとう とち へ

ちか りょうし こ

つか

ふ

みず りょう へ

かいせつ うらめん

くらねんまえ



地下水について考えてみよう！

安曇野の特殊性を知ってみよう！

安曇野は地下水の恵みに生活が支えられています！
普段じゃ口をひねるとき、「これは北アルプスの恵
みなんだと」思い出してみて！

安曇野、松本盆地に蓄えられている地下水は想像も
できないほど大きなスケール！

琵琶湖の半分という莫大な地下水が足元にあること
を知ると、景色が少し違って見えるはず！

安曇野を見回してみよう！

生活を取り巻く水環境は少しずつ変化しています。

近くの田んぼや空き地が減っていないか、散歩のつ
いでにチェックしてみよう！

自分でできることから始めてみよう！

安曇野の水マスターになろう！

安曇野の水を守るためには、一人からできる取り組
みもあります！

まずはアクションを起こしてみよう！

安曇野市は、限られた水資源を守るため、様々な取
り組みを行っています！

周りのみんなを誘って、安曇野の水について話あっ
てみよう！

安曇野を守る未来のリーダー！

安曇野の水を次世代へつなぐリーダーとして活躍し
てください！

安曇野市の今後の取り組みにも注目！

あなたの水環境意識はどのタイプ？（解説）

水環境基本計画には安曇野
市の地下水がどのように蓄
えられているか説明されて
います。

詳しくは水環境基本計画
p.10をチェック！

水環境基本計画には安曇野
市の地下水状況の変化が説
明されています。

詳しくは水環境基本計画
p.28をチェック！

一人でできるところから意識してみましょう！

こまめに止める

歯磨きや洗顔中、
流しっぱなしにしない

まとめて洗濯
回数を減らして節水。
お風呂の残り湯も活用

雨水の活用
庭の水やりや洗車に
雨水タンクを利用

水結に参加してみよう！
水結とは・・・？
安曇野市が事務局となり、市民・事業者・行政が一緒になり、
地下水を守り、育むための市民活動プラットフォームです。

安曇野市の取り組みを見てみよう！
安曇野市では、地下水をまもる活動を実施しています。
市のホームページから、取り組みを確認してみましょう！
自分が参加できるイベントもあるかも！


